
〇リハセンの訓練内容の認知度

・リハセンでの訓練内容が分からないため、

患者を紹介できない ４病院

〇県立施設としてのリハセンに対する期待

・レベルの高いリハビリの提供、エビデンスの構築と発信

・広く県民生活の再構築につながるリハビリサービスの提供

・相談しやすく、リハビリに関する情報を統括する場所であって

ほしい

地域支援にかかるアンケート状況

（回答52所／54所）

〇高次脳の特性に応じた支援ができる職員を配置している

・２６所 （５０％）

〇地域に高次脳に対して紹介できる事業所はあるか

・少ないが足りている １６所 （３１％）

・不足している ２５所 （４８％）

〇高次脳に対する短期入所のニーズは増えると考えるか

・増える １７所 （３３％）

・増えない ０所 （ ０％）

・わからない ２７所 （５２％）

（増える理由）
・家族の負担による需要増 ６所

・高次脳機能障害者数の増 ５所

・その他（高次脳が一般に知られることによる需要増、R5までに市町村

必置の「地域生活支援拠点等」の需要 など）

〇高次脳機能障害者支援センターに期待すること（複数回答）

・施設職員の人材育成 ２３所 （４４％）

・施設への専門的な相談体制の充実 ２４所 （４６％）

・本人や家族への相談支援の充実 ２２所 （４２％）

・身近な相談・支援機関の設立など

地域支援ネットワークの充実 ２２所 （４２％）

（回答７０施設／１８９施設）

〇高次脳の特性に応じた支援ができる職員を配置している

・２５施設 （３６％）

〇高次脳機能障害者支援センターを知らない

・１９施設 （２７％）

〇高次脳機能障害者支援センターに期待すること（複数回答）

・施設への役立つ情報提供 ４３施設 （６１％）

・施設への専門的な相談体制の充実 ２８施設 （４０％）

・身近な相談・支援機関の設立など

地域支援ﾈｯﾄﾜｰｸの充実 ２２施設 （３１％）

資料６

１ 基幹相談支援センター調査 ２ 就労移行支援事業所調査

３ 民間リハビリテーション病院調査（６病院に意見聴取）


